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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　コンクリート桁を形成するための型枠内に、前記コンクリート桁の径間の少なくとも中

央部において前記コンクリート桁の上部を部材軸方向に延在しかつ前記コンクリート桁の

妻型枠に到るシースを設置するステップと、

　前記シースを設置した後、前記型枠内にコンクリートを打設して前記コンクリート桁を

形成するステップと、

　前記コンクリート桁の径間の少なくとも中央部において前記コンクリート桁の下部に配

置されて部材軸方向に延在する下側ＰＣ鋼材を配置し、当該下側ＰＣ鋼材の緊張力を作用

させて前記コンクリート桁の下部にプレストレスを導入するステップと、

　前記シースに上側ＰＣ鋼材を挿通し、前記コンクリート桁の径間の少なくとも中央部に

おいて前記コンクリート桁の中立面よりも上方に配置されて部材軸方向に延在する前記上

側ＰＣ鋼材の緊張力を作用させて前記コンクリート桁の上部にプレストレスを導入するス

テップと、

　前記コンクリート桁の下部に導入したプレストレスによるクリープ変形量に応じ、所定

期間にわたって前記上側ＰＣ鋼材によるプレストレスを保持するステップと、

　前記所定期間の経過後に前記上側ＰＣ鋼材によるプレストレスを解放するステップと、

　前記上側ＰＣ鋼材によるプレストレスを解放した後、前記上側ＰＣ鋼材を撤去し、前記

シースをグラウトで充填するステップと

を含むことを特徴とするＰＣ桁の製造方法。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 径 間 の 少 な く と も 中 央 部 に お い て 下 側 に 配 置 さ れ た Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ っ て プ レ ス

ト レ ス が 導 入 さ れ た Ｐ Ｃ 桁 の 製 造 方 法 に 関 し 、 プ レ ス ト レ ス に よ る ク リ ー プ 変 形 量 を 調 整

す る 技 術 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 コ ン ク リ ー ト 桁 と し て 、 曲 げ 耐 力 を 高 め る た め に Ｐ Ｃ 鋼 材 を コ ン ク リ ー ト 桁 に 埋 め 込 ん

で プ レ ス ト レ ス を 導 入 し た プ レ ス ト レ ス ト ・ コ ン ク リ ー ト 桁 （ 以 下 、 Ｐ Ｃ 桁 と い う ） が 広

く 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 。 Ｐ Ｃ 桁 で は 、 プ レ ス ト レ ス に よ る ク リ ー プ に よ っ て 径 間 中 央

部 が 反 り 上 が る よ う に 変 形 す る こ と が 知 ら れ て お り 、 通 常 は 、 ク リ ー プ 収 束 時 に 設 計 高 さ

に （ 桁 の 上 面 及 び 下 面 が 平 坦 に ） な る よ う に 、 底 版 型 枠 の 径 間 中 央 部 を 反 り 量 だ け 下 げ 越

す こ と に よ っ て 反 り を 相 殺 す る （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 と こ ろ が 、 プ レ テ ン シ ョ ン 方 式 の Ｐ Ｃ 桁 の よ う に 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 直 線 で し か 配 置 で き ず 、

か つ 底 版 型 枠 を 水 平 に し な け れ ば な ら な い 構 造 で は 、 下 げ 越 し に よ る 反 り の 相 殺 が で き な

い 。 そ の た め 、 プ レ テ ン シ ョ ン 方 式 の Ｐ Ｃ 桁 の 場 合 は 、 ク リ ー プ 変 形 に よ る 反 り 量 を 計 算

し 、 両 端 部 に お い て 桁 上 面 に 形 成 す る 余 盛 の 量 を 調 整 し 、 ク リ ー プ 収 束 時 に 桁 上 面 が 平 坦

に な る よ う に す る か 、 或 い は ク リ ー プ 収 束 時 に 反 り 上 が っ た 径 間 中 間 部 で 最 低 舗 装 厚 が 確

保 さ れ る よ う に 、 桁 上 面 の 形 状 に 合 わ せ て 舗 装 厚 を 調 整 す る こ と で 対 応 し て い る （ 非 特 許

文 献 ２ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 「 施 工 計 画 書 　 作 成 の 手 引 き ［ Ｔ 桁 橋 ・ セ グ メ ン ト Ｔ 桁 橋 編 ］ 」 、 社 団

法 人 プ レ ス ト レ ス ト ・ コ ン ク リ ー ト 建 設 業 協 会 、 平 成 １ ４ 年 ７ 月 、 ｐ ． ２ ７

【 非 特 許 文 献 ２ 】 「 道 路 橋 用 橋 げ た 　 設 計 ・ 製 造 便 覧 」 、 社 団 法 人 プ レ ス ト レ ス ト ・ コ ン

ク リ ー ト 建 設 業 協 会 、 平 成 １ ６ 年 ６ 月 、 ｐ ． ９ ０ － ９ ５

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 既 設 橋 に 拡 幅 桁 を 増 設 す る 場 合 な ど の よ う に 、 桁 の 高 さ や 桁 上 面 の 形 状

に 制 約 が あ る 場 合 に は 、 余 盛 量 や 舗 装 厚 の 自 由 な 調 整 に よ っ て 反 り に 対 応 す る こ と が で き

な い こ と が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 ク リ ー プ 変 形 自 体 を 抑 制 し て 桁 に 反 り が 生 じ な い

よ う に す る 必 要 が 生 じ る 。 ク リ ー プ 変 形 に よ る 反 り を 抑 制 す る 方 法 と し て は 、 一 定 期 間 に

わ た っ て Ｐ Ｃ 桁 の 径 間 中 央 部 に カ ウ ン タ ー ウ ェ イ ト を 載 せ て 上 載 荷 重 を 加 え る 方 法 や 、 地

盤 に 門 構 を 固 定 し て Ｐ Ｃ 桁 の 径 間 中 央 部 を 門 構 で 上 方 か ら 押 さ え つ け る 方 法 が 考 え ら れ る

。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 と こ ろ が 、 Ｐ Ｃ 桁 に カ ウ ン タ ー ウ ェ イ ト を 載 せ る た め に は 、 大 型 の 揚 重 設 備 を 設 置 す る

ス ペ ー ス が 必 要 に な る 。 一 方 、 門 構 で Ｐ Ｃ 桁 を 押 さ え つ け る 場 合 に は 、 押 さ え つ け る 力 の

反 力 を 発 揮 で き る 強 固 な 地 盤 が 必 要 に な る 。 す な わ ち こ れ ら の 方 法 で は 作 業 箇 所 に 制 約 が

あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 こ れ ら の よ う に Ｐ Ｃ 桁 に 上 載 荷 重 又 は 押 さ え つ け る 力 （ 以 下 、 総 称 し て 荷 重 と い

う ） を 加 え て ク リ ー プ 変 形 を 抑 制 す る 方 法 で は 、 反 り を 打 ち 消 す の に 必 要 と な る 荷 重 に よ

っ て 生 じ る 応 力 が Ｐ Ｃ 桁 の 許 容 値 を 超 え る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 許 容 値 を 満

足 す る 荷 重 を 加 え た だ け で は 満 足 な 反 り 抑 制 効 果 を 得 る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 更 に 、 ク リ ー プ 変 形 に よ る 反 り 量 は 、 同 様 な 構 造 で あ っ て も 何 ら か の 要 因 の 影 響 を 受 け

て ば ら つ き を 生 じ る 。 そ の た め 、 反 り 量 の 調 整 精 度 を 高 め る た め に は 、 ク リ ー プ 変 形 を 打

ち 消 す 上 載 荷 重 を 微 調 整 す る 必 要 が あ る 。 と こ ろ が 、 Ｐ Ｃ 桁 に カ ウ ン タ ー ウ ェ イ ト を 載 せ

る 方 法 で は 、 上 載 荷 重 を 微 調 整 す る た め に 揚 重 設 備 を 使 用 す る 煩 雑 な 作 業 が 必 要 に な る 。

一 方 、 門 構 で Ｐ Ｃ 桁 を 押 さ え つ け る 方 法 で は 、 荷 重 に よ る 地 盤 の ク リ ー プ 変 形 な ど を 考 慮

す る 必 要 が あ り 、 押 さ え つ け る 力 を 微 調 整 す る た め に は 地 盤 変 形 を 監 視 す る な ど の 煩 雑 な

作 業 が 必 要 に な る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 背 景 に 鑑 み 、 作 業 箇 所 に 制 約 が 少 な く 、 ク リ ー プ 変 形 に よ る 反 り

を 所 望 に 抑 制 で き 、 か つ 反 り 量 を 容 易 に 調 整 で き る Ｐ Ｃ 桁 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 課

題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 型 枠 （ ５ ） 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て コ ン ク

リ ー ト 桁 （ １ ０ ） を 形 成 す る ス テ ッ プ （ 図 ４ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） ） と 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 桁 の

径 間 （ 支 点 ２ 間 ） の 少 な く と も 中 央 部 に お い て 前 記 コ ン ク リ ー ト 桁 の 下 部 に 配 置 さ れ て 部

材 軸 方 向 に 延 在 す る 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 （ ３ ） の 緊 張 力 を 作 用 さ せ て 前 記 コ ン ク リ ー ト 桁 の 下 部

に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る ス テ ッ プ （ 図 ４ （ Ｂ ） ） と 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 桁 の 径 間 の 少 な

く と も 中 央 部 に お い て 前 記 コ ン ク リ ー ト 桁 の 中 立 面 よ り も 上 方 に 配 置 さ れ て 部 材 軸 方 向 に

延 在 す る 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 （ ７ ） の 緊 張 力 を 作 用 さ せ て 前 記 コ ン ク リ ー ト 桁 の 上 部 に プ レ ス ト

レ ス を 導 入 す る ス テ ッ プ （ 図 ４ （ Ｃ ） ） と 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 桁 の 下 部 に 導 入 し た プ レ ス

ト レ ス に よ る ク リ ー プ 変 形 量 に 応 じ 、 所 定 期 間 （ Ｐ ） に わ た っ て 前 記 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ る

プ レ ス ト レ ス を 保 持 す る ス テ ッ プ （ 図 ４ （ Ｃ ） ） と を 含 む 構 成 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ こ で 、 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 が 導 入 す る 部 材 軸 方 向 の プ レ ス ト レ ス に よ っ て 発 生 す る ク リ ー プ

に は 、 部 材 軸 方 向 の 収 縮 と こ れ に 伴 っ て 発 生 す る 反 り と が あ る が 、 ク リ ー プ 変 形 量 は 反 り

量 を 指 し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 コ ン ク リ ー ト 桁 の 部 材 軸 方 向 に 延 在 さ せ た 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 小 型 の 緊

張 機 器 を 使 用 し て 緊 張 し 、 コ ン ク リ ー ト 桁 の 上 部 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る こ と に よ り 、

ク リ ー プ 変 形 に よ る 反 り を 所 望 に 抑 制 で き る た め 、 省 ス ペ ー ス で か つ 地 盤 強 度 に か か わ ら

ず 作 業 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 コ ン ク リ ー ト 桁 の 下 部 に 導 入 さ れ た プ レ ス ト レ ス に よ る ク リ

ー プ 変 形 の 反 り 量 に 応 じ 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 の 緊 張 力 や プ レ ス ト レ ス を 保 持 す る 期 間 を 調 整 す

る こ と に よ り 、 ク リ ー プ 変 形 に よ る 反 り 量 の 調 整 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 所 定 期 間 に わ た っ て 前 記 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ る プ レ ス ト

レ ス を 保 持 し た 後 、 前 記 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ る プ レ ス ト レ ス を 解 放 す る ス テ ッ プ （ 図 ４ （ Ｄ

） ） を 更 に 含 む 構 成 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 Ｐ Ｃ 桁 の 上 部 に 導 入 さ れ た プ レ ス ト レ ス が 殆 ど 残 ら な い た め 、 Ｐ Ｃ

桁 の 曲 げ 耐 力 が 低 下 す る こ と を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 前 に 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 桁 の

径 間 の 少 な く と も 中 央 部 に お い て 型 枠 内 の 上 部 を 部 材 軸 方 向 に 延 在 し か つ 前 記 コ ン ク リ ー

ト 桁 の 妻 型 枠 （ ５ ｃ ） に 到 る シ ー ス （ ６ ） を 設 置 す る ス テ ッ プ （ 図 ４ （ Ａ ） ） を 更 に 含 み

、 前 記 コ ン ク リ ー ト 桁 の 上 部 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る ス テ ッ プ （ 図 ４ （ Ｃ ） ） で は 、 前

記 シ ー ス に 挿 通 し た 前 記 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 の 緊 張 力 を 作 用 さ せ る 構 成 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 Ｐ Ｃ 桁 に 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 挿 通 で き る シ ー ス を 設 置 し て お く こ と で 、

上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 の 緊 張 に よ る コ ン ク リ ー ト 桁 の 上 部 へ の プ レ ス ト レ ス 導 入 作 業 を 容 易 に す る
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こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ る プ レ ス ト レ ス を 解 放 し た 後 、 前 記

上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 を 撤 去 し 、 前 記 シ ー ス を グ ラ ウ ト で 充 填 す る ス テ ッ プ （ 図 ４ （ Ｄ ） ） を 更 に

含 む 構 成 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 Ｐ Ｃ 桁 の 内 部 に 欠 損 部 が 生 じ る こ と が な い の で 、 Ｐ Ｃ 桁 の 信 頼 性 を

向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 作 業 箇 所 に 制 約 が 少 な く 、 ク リ ー プ 変 形 に よ る 反 り を 所 望

に 抑 制 で き 、 か つ 反 り 量 を 容 易 に 調 整 で き る Ｐ Ｃ 桁 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 桁 の 側 面 図

【 図 ２ 】 図 １ 中 の II－ II断 面 図

【 図 ３ 】 図 １ 中 の III－ III断 面 図

【 図 ４ 】 図 １ に 示 す Ｐ Ｃ 桁 の 製 造 方 法 の 一 例 を 説 明 す る た め の 図

【 図 ５ 】 図 １ に 示 す Ｐ Ｃ 桁 の 反 り の 挙 動 を 示 す グ ラ フ

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 桁 １ 及 び そ の 製 造 方 法 に つ い て 、 実 施 形

態 を 挙 げ て 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｃ 桁 １ は 、 部 材 軸 方 向 に 長 尺 な Ｔ 字 形 状 の 一 定 断 面 を 有 す

る Ｔ 桁 で あ り 、 部 材 軸 方 向 の 両 端 近 傍 の 下 面 １ ａ に 支 点 ２ と な る 支 承 が 形 成 さ れ た 鉄 筋 コ

ン ク リ ー ト 造 の 単 純 桁 の 内 部 に 、 部 材 軸 方 向 に 埋 設 さ れ た 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ （ ３ ｉ 、 ３ ｏ ）

の 緊 張 力 に よ っ て プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ て な る 。 な お 、 図 が 煩 雑 に な る こ と を 避 け る た

め に 、 図 １ で は Ｐ Ｃ 桁 １ か ら 突 出 す る 鉄 筋 ４ （ 図 ２ 、 図 ３ ） の 図 示 を 省 略 し 、 図 ２ 及 び 図

３ で は 主 筋 の 図 示 を 省 略 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 Ｐ Ｃ 桁 １ の 内 部 に は 、 図 ３ の 径 間 中 央 部 に お い て Ｐ Ｃ 桁 １ の 下 部 に 配 置 さ れ て 部 材 軸 方

向 に 延 在 す る 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ が 埋 設 さ れ て い る 。 こ こ で 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 下 部 と は 、 Ｐ Ｃ 桁 １

の 強 軸 方 向 の 中 立 面 （ 断 面 に お い て 水 平 に 延 在 す る 、 上 下 方 向 荷 重 に 対 す る 中 立 軸 の 連 続

面 ） よ り も 下 方 の 部 分 を 意 味 し て い る 。 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ は 、 プ レ テ ン シ ョ ン 方 式 で Ｐ Ｃ 桁

１ の コ ン ク リ ー ト の 打 設 前 に 型 枠 ５ （ 図 ４ （ Ａ ） ） 内 に 緊 張 状 態 で 配 置 さ れ た も の で あ っ

て も よ く 、 Ｐ Ｃ コ ン ク リ ー ト の 打 設 後 に 、 埋 設 し て お い た 図 示 し な い シ ー ス 内 に 挿 通 さ れ

て ポ ス ト テ ン シ ョ ン 方 式 で 緊 張 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ が ポ ス ト テ ン

シ ョ ン 方 式 で 設 置 さ れ る 場 合 は 、 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ の 緊 張 、 定 着 後 、 シ ー ス 内 に グ ラ ウ ト が

充 填 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 ４ 列 × ４ 段 、 合 計 １ ６ 本 の 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ が プ レ テ ン シ ョ ン 方 式 で 設

置 さ れ て い る 。 外 側 に 配 置 さ れ た ２ 列 （ ８ 本 ） の 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ ｏ は 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 部 材 軸

方 向 の 一 端 か ら 他 端 に 到 る ま で 直 線 状 に か つ Ｐ Ｃ 桁 １ の 下 面 １ ａ と 平 行 に 配 置 さ れ て い る

。 こ こ で は 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 下 面 １ ａ 及 び 上 面 １ ｂ が 水 平 に 配 置 さ れ て い る も の と す る 。 し た

が っ て 、 外 側 の 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ ｏ は 水 平 に 延 在 し て い る 。 一 方 、 内 側 に 配 置 さ れ た ２ 列 （

８ 本 ） の 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ ｉ は 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 径 間 （ 支 点 ２ 間 ） の 中 央 部 に お い て 、 径 間 の 概

ね ３ 分 の １ の 長 さ に わ た っ て 外 側 の ２ 列 の 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ ｏ と 同 一 高 さ で 直 線 状 に か つ 外

側 の ２ 列 の 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ ｏ と 平 行 に 延 在 す る 水 平 部 分 （ 符 号 な し ） と 、 水 平 部 分 の 両 端

で Ｐ Ｃ 桁 １ の 端 部 に 向 け て 上 方 に 屈 曲 し 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 端 部 に 到 る ま で 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 下 面 １
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ａ に 対 し て 斜 め に か つ 互 い に 平 行 に 延 在 す る 一 対 の 傾 斜 部 分 （ 符 号 な し ） と か ら 構 成 さ れ

て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 内 部 に は 、 図 ３ の 径 間 中 央 部 に お い て Ｐ Ｃ 桁 １ の 上 部 を 部 材 軸 方 向 に

延 在 す る シ ー ス ６ が 埋 設 さ れ て い る 。 こ こ で 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 上 部 と は 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 強 軸 方 向

の 中 立 面 よ り も 上 方 の 部 分 を 意 味 し て い る 。 つ ま り 、 シ ー ス ６ は 、 少 な く と も 径 間 中 央 部

に お い て Ｐ Ｃ 桁 １ の 中 立 面 よ り も 上 方 を 通 っ て 部 材 軸 方 向 に 延 在 す る よ う に 配 置 さ れ る 。

シ ー ス ６ の 内 部 に は 、 コ ン ク リ ー ト の 打 設 後 の 後 述 す る 所 定 の 時 期 （ 図 ５ の 時 点 ｔ ４ ～ ｔ

５ ） に 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ が 挿 通 さ れ て ポ ス ト テ ン シ ョ ン 方 式 で 緊 張 さ れ 、 後 述 す る 所 定 期

間 Ｐ （ 図 ５ ） に わ た っ て 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ の 緊 張 力 が 保 持 さ れ る 。 こ の 所 定 期 間 Ｐ の 経 過 後

、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ は 引 き 抜 か れ 、 シ ー ス ６ は 注 入 さ れ た グ ラ ウ ト で 充 填 さ れ る 。 つ ま り 、

上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ は 仮 設 Ｐ Ｃ 鋼 材 と し て 使 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 ３ 本 の シ ー ス ６ が 設 置 さ れ 、 各 シ ー ス ６ に 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ が 挿 通 さ れ

る 。 シ ー ス ６ 及 び 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ は 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 径 間 （ 支 点 ２ 間 ） の 中 央 部 に お い て 、 径

間 の 概 ね ６ 割 ～ ８ 割 程 度 の 長 さ に わ た っ て 可 能 な 限 り 高 い 位 置 に 横 並 び に 配 置 さ れ て Ｐ Ｃ

桁 １ の 上 面 １ ｂ と 平 行 に 直 線 状 に か つ 互 い に 平 行 に 延 在 す る 水 平 部 分 （ 符 号 な し ） と 、 水

平 部 分 の 両 端 か ら 緩 や か に 湾 曲 し た 後 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 端 部 に 向 け て 下 方 に か つ Ｐ Ｃ 桁 １ の 弱

軸 方 向 の 中 立 面 に 向 け て 斜 め に 延 在 す る 一 対 の 傾 斜 部 分 （ 符 号 な し ） と か ら 構 成 さ れ て い

る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 Ｐ Ｃ 桁 １ は 、 複 数 本 並 べ て 橋 脚 ８ 、 ８ （ 図 １ ） 間 に 掛 け 渡 さ れ 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ

う に 、 上 部 に 一 体 に 構 築 さ れ る 床 版 コ ン ク リ ー ト ９ ａ 及 び そ の 上 面 に 施 さ れ る 舗 装 ９ ｂ な

ど を 支 持 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ る Ｐ Ｃ 桁 １ の 製 造 方 法 に つ い て 図 ４ を 参 照 し な が ら 説 明 す る

。 な お 、 図 ４ で は 、 Ｐ Ｃ 桁 １ や そ の 前 段 階 の コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ 、 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ 、 シ ー

ス ６ 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ な ど を 模 式 的 に 現 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｃ 工 場 の ヤ ー ド な ど の Ｐ Ｃ 製 品 の 製 造 設 備 が 整 っ た 場 所 で Ｐ Ｃ

桁 １ の 鉄 筋 ４ （ 図 示 せ ず ） 及 び 型 枠 ５ （ ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ ） を 組 み 立 て る 。 底 型 枠 ５ ａ は

、 下 げ 越 し や 上 げ 越 し を す る 必 要 は な く 、 水 平 （ 平 坦 ） に 設 置 す る 。 な お 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 上

面 １ ｂ と な る コ ン ク リ ー ト の 打 ち 止 め 面 （ 本 実 施 形 態 で は 側 型 枠 ５ ｂ の 上 端 ） も 水 平 （ 直

線 ） で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 次 に 、 組 み 立 て た Ｐ Ｃ 桁 １ の 型 枠 ５ 内 に 、 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ を 部 材 軸 方 向 に 延 在 す る よ う

に 配 置 す る と と も に 、 シ ー ス ６ を 部 材 軸 方 向 に 延 在 す る よ う に 配 置 す る 。 折 り 曲 げ て 配 置

す る 内 側 の 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ ｉ は 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 部 材 軸 方 向 の ２ 箇 所 の 中 間 地 点 に 設 置 し た 折

り 曲 げ 支 持 具 １ １ で 係 止 す る こ と に よ り 、 緊 張 力 が 加 わ っ た と き に 浮 き 上 が ら な い よ う に

す る 。 全 て の 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ は 、 少 な く と も 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 径 間 の 中 央 部 を 含 む ２ 箇 所 の 折

り 曲 げ 支 持 具 １ １ 、 １ １ 間 で 型 枠 ５ 内 の 下 部 （ Ｐ Ｃ 桁 １ の 下 部 ） を 部 材 軸 方 向 に 延 在 す る

よ う に 配 置 す る 。 全 て の シ ー ス ６ は 、 少 な く と も Ｐ Ｃ 桁 １ の 径 間 の 中 央 部 で 型 枠 ５ 内 の 上

部 （ Ｐ Ｃ 桁 １ の 上 部 ） に 配 置 し て 鉄 筋 ４ に 固 定 す る 。 シ ー ス ６ は 、 両 端 が 妻 型 枠 ５ ｃ に 到

る よ う に 配 置 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 そ の 後 、 全 て の 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ を 緊 張 し 、 こ の 状 態 で 型 枠 ５ 内 に フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ ー

ト を 打 設 す る 。 フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ ー ト が 硬 化 す る と 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 コ ン ク リ ー

ト 桁 １ ０ が 形 成 さ れ る 。 所 定 の 養 生 期 間 （ 例 え ば １ 日 ） が 経 過 し た 後 、 脱 型 す る と と も に

折 り 曲 げ 支 持 具 １ １ の 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ に 対 す る 係 止 を 解 除 す る 。 ま た 、 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ の

定 着 に 必 要 な 強 度 が 発 現 す る 材 齢 （ 例 え ば 、 １ 日 ） に 至 っ た 後 、 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ の 緊 張 を
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解 く こ と で 、 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ に 加 わ っ て い た 緊 張 力 を コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ に 作 用 さ せ 、 コ

ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の 下 部 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る 。 コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の 下 部 に プ レ ス

ト レ ス が 導 入 さ れ る と 、 コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ （ 既 に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ て い る た め Ｐ

Ｃ 桁 １ に な っ て い る ） は 、 白 抜 き 矢 印 で 示 す よ う に 径 間 中 央 部 が 反 り 上 が る よ う に 変 形 す

る 。 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ の 不 要 な 部 分 は 切 断 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 脱 型 後 、 （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 シ ー ス ６ の そ れ ぞ れ に 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ を 挿 通 す る と と も

に 、 コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の 部 材 軸 方 向 の 両 端 面 に 固 定 具 １ ２ を 取 り 付 け る 。 固 定 具 １ ２ は

、 例 え ば コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の 端 面 に 増 し 打 ち し た 支 持 コ ン ク リ ー ト １ ３ に よ っ て コ ン ク

リ ー ト 桁 １ ０ に 一 体 固 定 し て も よ く 、 コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の 端 面 に 配 置 し た 図 示 し な い ア

ン カ ー 部 材 で コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ に 固 定 し て も よ い 。 或 い は 、 増 し 打 ち し た 支 持 コ ン ク リ

ー ト １ ３ と ア ン カ ー 部 材 と の 両 方 を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 次 に 、 固 定 具 １ ２ に 反 力 を と る よ う に 設 置 し た 図 示 し な い 緊 張 具 に よ っ て 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材

７ を 緊 張 し 、 図 示 し な い 定 着 具 で 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ の 両 端 を 係 止 さ せ て 固 定 具 １ ２ に 定 着 さ

せ る こ と に よ り 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ に 加 わ っ て い た 緊 張 力 を コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の 両 端 面 に

作 用 さ せ 、 コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の 上 部 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る 。 コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の

上 部 に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ る と 、 コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ は 白 抜 き 矢 印 で 示 す よ う に 径 間

中 央 部 の 反 り 上 が り を 戻 す 方 向 （ 反 り 下 が る 方 向 ） に 変 形 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 上 側 Ｐ

Ｃ 鋼 材 ７ の 緊 張 力 は コ ン ク リ ー ト 打 設 直 後 に 比 べ て 径 間 中 央 部 が 若 干 反 り 下 が る 程 度 の 大

き さ の プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 そ の 後 、 コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の

下 部 に 導 入 し た プ レ ス ト レ ス に よ る ク リ ー プ 変 形 量 に 応 じ 、 所 定 期 間 Ｐ （ 図 ５ 、 例 え ば 半

年 ～ ２ 年 ） に わ た っ て 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ に よ る プ レ ス ト レ ス を 保 持 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、

こ の 所 定 期 間 Ｐ に プ レ ス ト レ ス に よ る ク リ ー プ が 進 行 し 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ に よ る プ レ ス ト

レ ス の 導 入 直 後 に 比 べ て Ｐ Ｃ 桁 １ の 反 り 下 が り 量 （ マ イ ナ ス の 反 り 量 ） が 大 き く な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 所 定 期 間 Ｐ の 経 過 後 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ に よ る プ レ ス ト レ ス を 解 放 し 、 （ Ｄ ） に 示 す よ う

に 固 定 具 １ ２ を 取 り 外 す 。 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ に よ る プ レ ス ト レ ス が 解 放 さ れ る と 、 コ ン ク リ

ー ト 桁 １ ０ は 、 白 抜 き 矢 印 で 示 す よ う に 径 間 中 央 部 が 反 り 上 が る 方 向 に 変 形 す る 。 本 実 施

形 態 で は 、 こ の と き の 反 り 量 が 反 り 上 が り （ プ ラ ス の 反 り 量 ） に な る よ う に 設 定 さ れ て い

る 。 反 り 量 が 予 定 よ り も 大 き く プ ラ ス に な る よ う な 場 合 に は 、 再 度 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ を 緊

張 し て コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ に プ レ ス ト レ ス を 導 入 し 、 こ の プ レ ス ト レ ス に よ る ク リ ー プ を

進 行 さ せ て も よ い 。 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ は 必 要 が な け れ ば シ ー ス ６ か ら 引 き 抜 い て 撤 去 し 、 シ

ー ス ６ 内 に 注 入 し た グ ラ ウ ト に よ り シ ー ス ６ を 充 填 す る 。 こ の よ う に し て コ ン ク リ ー ト 桁

１ ０ の 下 部 に 導 入 し た プ レ ス ト レ ス に よ る ク リ ー プ 変 形 量 に 応 じ 、 所 定 期 間 Ｐ に わ た っ て

上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ に よ る プ レ ス ト レ ス を 保 持 す る こ と に よ り 、 ク リ ー プ 変 形 に よ る 反 り が 抑

制 さ れ た Ｐ Ｃ 桁 １ が 製 造 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 以 下 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ を 用 い な い 場 合 と 比 較 し つ つ 本 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 桁 １ の 反 り の

挙 動 に つ い て 、 図 ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 ５ の 横 軸 は 時 点 を 示 し て お り 、 縦 軸 は 反

り 量 を 示 し て い る 。 な お 、 横 軸 は 、 製 造 工 程 の あ る 時 点 を 等 間 隔 に 示 す も の で あ り 、 時 点

間 距 離 が 時 間 を 示 す わ け で は な い 。 こ こ で は 、 反 り 量 に つ い て 具 体 的 な 数 値 を 示 し て 説 明

す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 時 点 ｔ １ は 、 コ ン ク リ ー ト の 打 設 時 （ 打 設 直 後 ） を 示 し て お り 、 コ ン ク リ ー ト の 打 ち 止

め 面 と な る 側 型 枠 ５ ｂ の 上 端 が 直 線 と さ れ て い る た め 、 こ の と き の 反 り 量 は ０ ｍ ｍ で あ る

。 時 点 ｔ ２ は 、 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ の 定 着 に 必 要 な 材 齢 （ 例 え ば 、 １ 日 ） に 至 っ た 後 の 、 下 側

Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ に よ る プ レ ス ト レ ス 導 入 直 前 を 示 し て い る 。 反 り 量 は 、 時 点 ｔ １ か ら 変 わ る こ

と は な く 、 時 点 ｔ ２ に お い て も ０ ｍ ｍ で あ る 。 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ の 緊 張 を 解 い て コ ン ク リ ー

ト 桁 １ ０ の 下 部 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 し た 直 後 の 時 点 ｔ ３ で は 、 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ の 緊 張 力
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に よ っ て コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ が 歪 み 、 反 り 量 は １ ８ ｍ ｍ に な る 。 な お 、 反 り 量 は プ ラ ス な

の で 、 コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ は 径 間 中 央 部 が 反 り 上 が る よ う に 変 形 し た 状 態 と な る 。 時 点 ｔ

３ か ら 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ の 緊 張 力 に よ る ク リ ー プ が 始 ま る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 時 点 ｔ ４ は 、 時 点 ｔ ３ か ら ７ 日 が 経 過 し 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ に よ る プ レ ス ト レ ス 導 入 直 前

を 示 し て い る 。 こ の 時 点 ｔ ４ で は 、 ７ 日 の 間 に 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ の 緊 張 力 に よ る ク リ ー プ が

進 行 し 、 反 り 量 は ２ ２ ｍ ｍ に な る 。 時 点 ｔ ５ は 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ に よ る プ レ ス ト レ ス 導 入

直 後 を 示 し て い る 。 こ の 時 点 ｔ ５ で は 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ 緊 張 力 に よ っ て コ ン ク リ ー ト 桁 １

０ が 歪 み 、 反 り 量 は － ５ ｍ ｍ に な る 。 な お 、 反 り 量 は マ イ ナ ス な の で 、 コ ン ク リ ー ト 桁 １

０ は 径 間 中 央 部 が 反 り 下 が る よ う に 変 形 し た 状 態 と な る 。 時 点 ｔ ５ か ら 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ の

緊 張 力 に よ る ク リ ー プ が 始 ま る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 一 方 、 破 線 で 示 す 比 較 例 で は 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ を 用 い な い た め 、 時 点 ｔ ５ の 反 り 量 は 、

当 然 に 時 点 ｔ ４ か ら 変 わ る こ と は な く ２ ２ ｍ ｍ の ま ま で あ る 。 比 較 例 の 反 り の 挙 動 に つ い

て 先 に 説 明 す る と 、 時 点 ｔ ３ か ら 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ の 緊 張 力 に よ る ク リ ー プ が 進 行 し 、 時 点

ｔ ４ 、 ｔ ５ か ら 所 定 期 間 Ｐ （ こ こ で は １ 年 ） が 経 過 し た 時 点 ｔ ６ （ 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 桁 １

に 対 し て 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ の 緊 張 を 解 い て プ レ ス ト レ ス を 解 放 す る 直 前 ） 及 び 時 点 ｔ ７ （ 同

じ く 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ に よ る プ レ ス ト レ ス 解 放 直 後 ） で は 、 反 り 量 は ４ ７ ｍ ｍ に ま で 増 え る

。 時 点 ｔ ６ 及 び ｔ ７ か ら ３ ０ 日 が 経 過 し た 横 組 工 施 工 後 の 時 点 ｔ ８ で は 、 横 組 工 の 荷 重 が

加 わ る こ と に よ っ て 桁 が 撓 み 、 反 り 量 は ８ ｍ ｍ 減 っ て ３ ９ ｍ ｍ に な り 、 更 に ３ ０ 日 が 経 過

し た 橋 面 荷 重 施 工 後 の 時 点 ｔ ９ で は 、 桁 が 更 に 撓 ん で 反 り 量 は １ ｍ ｍ 減 っ て ３ ８ ｍ ｍ に な

る 。 時 点 ｔ ９ か ら ２ ０ 年 が 経 過 し 、 ク リ ー プ が 完 全 に 完 了 す る 時 点 ｔ １ ０ で は 、 反 り 量 は

３ ｍ ｍ 増 え て ４ １ ｍ ｍ に な る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 こ れ に 対 し 、 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 桁 １ で は 、 時 点 ｔ ５ か ら 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ 及 び 上 側 Ｐ Ｃ 鋼

材 ７ の 緊 張 力 に よ る ク リ ー プ （ 径 間 中 央 部 が 反 り 下 が る 方 向 へ の コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の 変

形 ） が 進 行 し 、 時 点 ｔ ５ か ら 所 定 期 間 Ｐ が 経 過 し 、 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ の 緊 張 を 解 い て プ レ ス

ト レ ス を 解 放 す る 直 前 の 時 点 ｔ ６ で は 、 反 り 量 が － １ ８ ｍ ｍ に な る 。 時 点 ｔ ６ と 略 同 時 で

あ り 、 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ３ の 緊 張 を 解 い て プ レ ス ト レ ス を 解 放 し た 直 後 の 時 点 ｔ ７ で は 、 コ ン

ク リ ー ト 桁 １ ０ は 、 径 間 中 央 部 が 反 り 上 が る 方 向 に 再 度 歪 ん で 反 り 量 が ６ ｍ ｍ に な る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 時 点 ｔ ７ 以 降 は 、 Ｐ Ｃ 桁 １ は 比 較 例 と 同 様 の 反 り 挙 動 を 示 す 。 す な わ ち 、 時 点 ｔ ７ か ら

３ ０ 日 が 経 過 し た 横 組 工 施 工 後 の 時 点 ｔ ８ で は 、 横 組 工 の 荷 重 に よ っ て Ｐ Ｃ 桁 １ が 撓 み 、

反 り 量 は ８ ｍ ｍ 減 っ て － ２ ｍ ｍ に な り 、 更 に ３ ０ 日 が 経 過 し た 橋 面 荷 重 施 工 後 の 時 点 ｔ ９

で は 、 桁 が 更 に 撓 ん で 反 り 量 は １ ｍ ｍ 減 っ て － ３ ｍ ｍ に な る 。 時 点 ｔ ９ か ら ２ ０ 年 が 経 過

し 、 ク リ ー プ が 完 全 に 完 了 す る 時 点 ｔ １ ０ で は 、 反 り 量 は ３ ｍ ｍ 増 え て ０ ｍ ｍ に な る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｐ Ｃ 桁 １ で は 、 コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の 下

部 に 導 入 し た プ レ ス ト レ ス に よ る ク リ ー プ 変 形 量 に 応 じ 、 所 定 期 間 Ｐ に わ た っ て 上 側 Ｐ Ｃ

鋼 材 ７ に よ る プ レ ス ト レ ス を 保 持 す る こ と に よ り 、 ク リ ー プ 変 形 に よ る 反 り を 所 望 に 抑 制

で き る 。 ま た 、 コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の 下 部 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る 際 に は 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼

材 ７ を 小 型 の 緊 張 機 器 を 使 用 し て 緊 張 す れ ば よ い た め 、 省 ス ペ ー ス で か つ 地 盤 強 度 に か か

わ ら ず 作 業 が 可 能 で あ る 。 更 に 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ の 緊 張 力 や プ レ ス ト レ ス を 保 持 す る 期 間

を 調 整 す る こ と に よ り 、 ク リ ー プ 変 形 に よ る 反 り 量 の 調 整 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 所 定 期 間 Ｐ に わ た っ て 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ に よ る プ レ ス ト レ ス を 保 持 し た

後 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ に よ る プ レ ス ト レ ス を 解 放 し て い る 。 そ の た め 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 上 部 に 導

入 さ れ た プ レ ス ト レ ス が 殆 ど 残 ら ず 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 曲 げ 耐 力 が 低 下 す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 前 に 、 少 な く と も 径 間 中 央 部 に お い て 型 枠 ５
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内 の 上 部 を 部 材 軸 方 向 に 延 在 し か つ コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の 妻 型 枠 ５ ｃ に 到 る シ ー ス ６ を 設

置 し 、 コ ン ク リ ー ト 桁 １ ０ の 上 部 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る 際 に は 、 こ の シ ー ス ６ に 挿 通

し た 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ の 緊 張 力 を 作 用 さ せ る よ う に し て い る 。 そ の た め 、 コ ン ク リ ー ト 桁 １

０ の 上 部 へ の プ レ ス ト レ ス 導 入 作 業 が 容 易 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ に よ る プ レ ス ト レ ス を 解 放 し た 後 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ を

撤 去 し 、 シ ー ス ６ を グ ラ ウ ト で 充 填 す る た め 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 内 部 に 欠 損 部 が 生 じ る こ と が な

く 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 信 頼 性 が 低 下 す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 以 上 で 具 体 的 実 施 形 態 に つ い て の 説 明 を 終 え る が 、 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 桁 １ 及 び そ の 製 造

方 法 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 Ｐ Ｃ 桁 １ が

一 定 断 面 を 有 し て い る が 、 断 面 形 状 が 変 化 す る 形 態 で あ っ て も よ い 。 ま た 上 記 実 施 形 態 で

は 、 シ ー ス ６ が Ｐ Ｃ 桁 １ の 上 部 （ 内 部 ） に 設 置 さ れ 、 シ ー ス ６ に 内 部 に 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ が

設 置 さ れ て い る が 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ は 、 Ｐ Ｃ 桁 １ の 上 部 に 軸 方 向 の プ レ ス ト レ ス を 導 入 で

き る の で あ れ ば Ｐ Ｃ 桁 １ の 内 部 に 設 置 さ れ る 必 要 は な く 、 例 え ば 、 径 間 中 央 部 を 含 む 一 部

や 全 部 が Ｐ Ｃ 桁 １ の 外 部 に 設 置 さ れ て も よ い 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 時 点 ｔ ５ か ら 時

点 ｔ ６ ま で の 所 定 期 間 Ｐ 中 、 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材 ７ の 緊 張 力 を 変 更 し て い な い が 、 途 中 で 上 側 Ｐ

Ｃ 鋼 材 ７ の 緊 張 力 を 変 更 す る 形 態 と す る こ と も で き る 。 更 に 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 上 側 Ｐ

Ｃ 鋼 材 ７ が ポ ス ト テ ン シ ョ ン 方 式 で 設 置 さ れ て い る が 、 コ ン ク リ ー ト の 圧 縮 強 度 に 余 裕 が

あ れ ば 、 プ レ テ ン シ ョ ン 方 式 で 設 置 さ れ て も よ い 。 加 え て 、 上 記 実 施 形 態 の Ｐ Ｃ 桁 １ は 、

プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト に よ る 単 純 桁 で あ る が 、 現 場 打 ち で 施 工 さ れ る 形 態 や 連 続 桁 で

あ っ て も よ い 。 こ の ほ か 、 各 部 材 や 、 部 位 の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 配 置 、 数 量 、 素 材 、 手 順

な ど は 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で あ れ ば 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 一 方 、 上 記 実 施 形

態 に 示 し た 各 要 素 や 手 順 は 必 ず し も 全 て が 必 須 で は な く 、 適 宜 選 択 し て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 １ 　 　 　 Ｐ Ｃ 桁

　 ２ 　 　 　 支 点

　 ３ 　 　 　 下 側 Ｐ Ｃ 鋼 材

　 ５ 　 　 　 型 枠

　 ５ ｃ 　 　 妻 型 枠

　 ６ 　 　 　 シ ー ス

　 ７ 　 　 　 上 側 Ｐ Ｃ 鋼 材

　 １ ０ 　 　 コ ン ク リ ー ト 桁

　 Ｐ 　 　 　 所 定 期 間
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